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北陸の 臨床病理 － その 歩み と 今後の展望
，，
話題提供 と司会 高柳甲立 く宮山市民病院I
こ の 北陸臨床病理集談会が発足 して 早くも20年近くの 歴史を
刻 んだ が ， こ こ に そ の 歩み を振 り返 ると と もに ， 現在臨床検査
の抱え て い る 問題点 を集約 しな が ら ， 今後わ れ わ れ の 進む べ き
道 を探 る こ と と した ．
昭和34年 に 金沢大学に検査部が設置 され ， こ こ に 北陸の 臨床
病理が ス タ ー ト Lた ． そ して 実質的に そ の 活動が 具体化 した の
は松原先生 が教授に就任 され た昭和47年頃か ら と い え よう ． 全
国的 に 見て北陸地方 の 臨床検査 は谷間に取 り残 されて い た 感が
あ っ た が ， 松原 一 寺畑先生 らの ご努力に よ り ， 昭和亜 年か らは
日本臨床病理学会東海北陸支部が発足 し， また 北陸医学会 へ の
加入 と こ の 北陸臨床病理集談会の 設立 が 昭和51年 に 実現 した ．
金沢医科大学 に 加 え て 以後， 富山医科薬科大学 ， 福井医科大学
の 創設参加に よ っ て 北陸 に お ける検査分野は大きく展開 し ， 研
究学会活動も著 しく活性化 した ．
時 ほ流れ ， こ の 学会も回 を 重ね る に した が っ て マ ン ネ リの 気
分が漂 い 始め ， 参加者や 参加施設が固定化 し， 伸び 悩み か ら沈
滞傾向が現れて い る ようで もあり ， 何と なく危供 され るの で あ
る ． 折 しも北陸の 臨床病理 の 開拓 と発展に 努め た 方 々 もそ ろ そ
ろ第 一 線を 退き， 世 代交代の 時期に さ しか か り つ つ あ るが ， こ
こ でそ の 将来を展望する こ と も意義ある こ と と思わ れ る ．
一 方 ， 医療 の 現場 に おけ る臨床検査部の 運営や臨床検査技師
の あり方に つ い て も 大きな転換期 に さ しか か り ， 意識改革が迫
られ て い ると い え よう ． 中央検査制 ， 自動化 ， シ ス テ ム 化 ， 検
査 の24時間体制 ， 即時検査な ど， 検査の 臨床 へ の 貢献を あげ る
こ とが で きるが ， こ の ま まの 姿で満足 して よ い で あろ うか 0
じ っ と検査室 に い て 送 られ た検体 を処理すれば よ し ， と して
い る間に 医療 チ ー ム か ら取 り残され ， 次第に 外れ て 行く こ と も
懸念 され る． 他方 ， 医療関連サ ー ビス 産業の 台頭著 しく ， 検査
の 外注 は拡大す る と ともに ， 検査室 の 丸 ごと外部委託な ども現
実化 しつ つ あり ， 大きな 危機に 曝 され て い る ．
今や 臨床の 現場 に は医師， 看護婦 の み な らず ， 栄養士 ， 放射
線技師， 理学療法士 ， 作業療法士 な どの ほ か ， 薬剤師も進出 し
て患者 を中心と した チ ー ム 医療が急速に動い て い る ． 臨床検査
技師も培棲的に べ ッ ト サ イ ドに 出向き ， 適切 な検査情報の 提供
に よ っ て診断 ． 治療面で 医師に協力 し， 支援す る立場 に 踏み 込
む べ き時期に来 て い る ように 思わ れ る ．
以上 の よ うな観点 ， すな わ ち北陸の 臨床病理分野の 学会活動
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の 方向づけ ， 今 日 の 医療 に お け る検査部門の あり方 ， 今後の 検
査技師の 進 み方な どに つ き ， 松原藤継， 奥村次郎 ， 河村洋 一 ．
近藤泰 三 ， 大 門良男， 桜川信男 ， 岩田卓造の 諸先生 よ り貴重な




A l． 血清分取 一 検体搬送装置を用い た 生化学検査迅速報告 シ
ス テ ム の 導入 に つ い て
0 井村敏雄， 加納章弘 ， 長谷川俊雄
餞嶋慎吾く福井医大検査訃
宮保 進く同臨床検査医学1
検査業務 の 迅速化 ， 特 に 外来患者検体 の 迅速報告を目的に 血
清分取 一 検体搬送装置を観み込んだ生化学検査迅速報告 シ ス テ
ム を導 入 した ．
本 シ ス テ ム の 構成ほ ， 検体投入 ユ ニ ッ ト， オ ン ライ ン ， オ フ
ラ イ ン 分注 ス テ ー シ ョ ン ， 検体 収納 ユ ニ ッ ト く2 台1， コ ン ト
ロ ー ラ ー く4 台トおよ び35チ ャ ン ネ ル の 多項目自動分析装置 ， シ
ン グル マ ル チ 自動分析装置 と した ．
本 シ ス テ ム の 導入 に よ り ， 以下の 効果 が認 め られた ． 0生化
学検査 の 受付か ら報告 まで の 日常業務が迅速 に 処理でき るよう
に な っ た ， 特 に 外来患者検査の 迅速報告 が実現 した ． 珍病棟か
らの 緊 急検査 お よ び外来 ■ 病棟か らの 日常検査も同 一 シ ス テ ム
内で 並行処理 できる よう に な っ た ． 砂生化学検査 ， 血 清検査 ，
外注検査等 の 受付 ． 検体分取の 一 元処理 を実現 した ． ゆ病院コ
ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム へ の デ ー タ 転送機能 を強化 し， 病棟に て迅
速な検査結果照会 が可 能 に な っ た ．




大森政幸， 土 谷勇吾 ， 田中 佳
百 成富男， 宮鍋真由美く同 中央臨床検査部1
亡目的コ我 々 ほ t 1988年 よ り パ ソ コ ン L A NくM S－Net W orksl
を用い た24時間稼働 の 臨床検査 シ ス テ ム を自主 開発 ． 運用 して
きた ． 更 に ， 1992年 1月 よ り Net W areを 用い た cノs シ ス テ ム
を自主開発 ． 運用 してきた の で 報告する ．
仁方法コ N O Sに は Net War e v er3．11く100 Us er， U S版I を，
サ ー バ に は N F 400 と N F 450くNet Fr a m e社I を 使用 して い
る ． ク ラ イ ア ン ト に は マ ル チ ベ ン ダ ー 環境 を 活 か し， 各 メ ー
カ ー の 各種 パ ソ コ ン を 使用 して い る ．
亡結果コ最新 の 情報 と パ ソ コ ン L AN の マ ル チ ベ ン ダ ー 環境を
活か し， 段階的 に 無駄 の な い シ ス テ ム構 築が行な えて い る ． レ
ス ポ ン ス タ イ ム ほ非常に 速く ， 検体検査で は r捜 さな いJ 仁並べ
替え な い 上 心 電図検査 で は ， r切 り貼 り不要J の シ ス テ ム運用
が 行な え て い る ． また ， 障害対策の 面で も， 比較的低額な投資
で汎用機や ミ ニ コ ソ よ りも安全性の 高い シ ス テ ム 運用が 行な え
てい る ．
A 3． M S－ W I N D O W Sに よ る グ ラ フ 形式 の 負荷試験結果報告
書発行処理 シ ス テ ム の 開発




－ W I N D O W S 上 で動作す る負荷試験の 報告書発行処
理 シ ス テ ム を 自主 開発 し， 良好な結果 を得 た の で 報告する ．
E 対象及 び方法コ グ ラ フ 対象項目 ほ糖負荷試験 と IC G Rm a xで
あり ， そ の 他の 負荷試験ほ表形式で数値 の み の 報告書と した t
開発言語は V is u alBasic Ver2．0 である ■
亡特長コ 本 シ ス テ ム の 報告書は l 高い 印字品質 で グ ラ フ 表示す
るため 各項目 の 経 時変化 を把握 し易く ， 印字速度も早い ． ま
た， W I N D O W S 上 で動作する た め ，Cil プ リン タ の 鶴種を 選ば な
い
， e1 0 S やパ ソ コ ン の 適応範閉が広 い ， 砂 W I N D O W Sの 優
れ た G U工 を使用す る こ と で操作性が高 い 等の 特長 を持 つ ． ま
た ， V 主s u alBasic 言語 を使用 した た め ， 0 プ リ ン タ と 画面 の 出
力 コ マ ン ドが 同 一 で ある ， el W I N D O W Sの 開発用 コ ン ト ロ
ー
ル ツ ー ル が 標準 で 装備 され て い る ， 命比較的オ ブ ジ ェ ク ト志向
が強い 等に よ り ， W I N D O W S プロ グ ラ ミ ン グが 容易だ っ た ．
A 4． 検査情報の 利用 に つ い て
0 渡辺哲朗 ， 戸渾尚恵， 大西 か つ え
山岸 浩 ， 山本政弘， 田 中妙子
宮越伸治 ， 井上 寿美子， 竹 内信子
塩谷勝夫く福井県立病院検査室1
平井淳 一 ， 竹越忠実く同 内科1
平成 3年12月 に 当検査室で ほ ， 日本電子 JC S－5000シ ス テ ム
を導入 し， 生化学 ， 血 清 ， 血液 ， 一 般 の 分野を オ ン ライ ン し，
さ らに外注検査結果も ー 元 管理 でき る ようデ ー タ ベ ー ス 化 しま
した ． これ ら 日 々 蓄横 され る検査結果 を再度臨床側に 利用 で き
る形で 提供す る こ とほ ， 情報化時代を踏ま えた 検査室 に は重要
な こ と で ある と指摘 され て い る ． 今回 は手始め に1 99 3年10月か
ら1994年6月 ま での リ ボ蛋白質くaH以 下 L Pくallの 検査結果 ，
関連する検査結果お よび 患者情報 の 収集 を行 い 検討 した ．
収集 され た1410件ほ ， 同 一 の 鹿者結果 ， 年令お よ び性別 の 不
明， ク レ ア チ ニ ン の 高値を 省き， 761件 の 母 集団 を解析 に 用 い
た ． 男性 くN ニ 3851， 女性くN こ 376うの LPくalの 分布は 低値 が高
く， 高値に 裾を ひ くも の で 他の 報告 と類似 して い た ． 年令別 の
L Pくalの 分布割合 は ， 39才未満層が 0－10m gノdlの 範囲で 最も多
く， 70才以上層 は高値 に 多くな る こ と を認 めた ． T C値の レ ベ
ル で L Pくal の 分布割合を比較す る と 220m gノdl未満群 ほ L P
くaIの 低値 に 多 く ， 2 30mgノdl以上群 は 高値 に 多く認め た ．
さ ら に L Pくal の レ ベ ル くA 群 ニ 18m gノdl未満 ， B 群 二
18－56m gldl， C群 こ57mgノdl以 上I の 違い に よ り関連す る検査
値に つ い て 検討 した結果 ， T C， H D L C， T G， ア ル ブ ミ ン ， ア ポ
A l， ア ポB ， ア ポ E に 大きな 差異ほ認め られ な か っ た ． T C
の 分布割合 で は ， C群 ほ 1 80m gノdl以上 に 見 られ ， A群と は 異
なる こ とが 認め られ た ．
生化学
座長 谷島清郎く金沢大学医療短期大学部う
A 5． 新基質 GaトG4－C N Pを用 い た ア ミ ラ ー ゼ 活性測定の 検討
0 加納幸弘 ， 井村敏雄 ， 山 口 智子
新川香恵 ， 村田志穂 ， 億嶋慎吾
く福井医大検査部1
宮保 進く同 臨床検査医学さ
今臥 我 々 は 非還元末端 を，ガ ラ ク ト ピ ラ ノ．シ ル 基 で 修飾 し
会 783
た ， 月－2－ク ロ ロ ヰ ニ ト ロ フ ェ ニ ル ガー テ ク ト ピ ラ ノ シ ル マ ル トテ
ト ラ オ サ イ ド くGaトG 4－C N Pl を基質 とす る ア ミ ラ ー ゼ活性測
用液状試薬の 検討を 日立7250形自動分析装置 を 用 い て 行 な っ
た ．
直線性 は 1730IUノL まで は確認 した ． 同時再現性 は C V が
0．47へ ノ0．98％ ， 日差再現性ほ0．50ノ ー 1．61％ と良好であ っ た ． 遊
離 型 ビリ ル ビ ン ， 抱合型 ビリ ル ビ ン ， 溶血 ， 乳び ， グ ル コ ー
ス ， マ ル ト ー ス ， ア ス コ ル ビ ソ 酸 は添加濃度ま で 影響 を認め な
か っ た ． G 5基質法で測定 した PノS 比 を 1 と した とき の 本法
の 比率 は1． 0 2 とな っ た ． G 5基 質法 と の 相 関 は 血 清 で
r ニ 0．997， y ニ 0．47x ＋1．87， 尿で r ニ 0．99 9， y ニ 0．49x － 3．97 となっ
た ． 健常者く男性26名， 女性77名， 平均年齢27歳1を対象 に した
基準範開は 67旬 2101Uル とな っ た ．
以上 か ら， 本法ほ ア ミ ラ ー ゼ 活性測定法 と して 日常検査に 有
用な方法である と思わ れ た ．
A 6． 当院糖尿病患者に おけ るA 型行動特性 と血 清 Lpくal 濃度
と の 関連
0 岡田 佐恵子 ， 木浦正 樹 ， 高橋繁夫
く富山労災病院検査料I
宮本市郎 ， 野田 八 嗣く同 内科コ
イ ン ス リ ン 非依存型糖尿病くNI D D Mト患者51名 に つ い て A 型
行動特性と Lpくalの 関係に つ き， 微量ア ル ブ ミ ン 尿と 対比 しつ
つ 検討 した ． NID D M患者 の 平均 A型 ス コ ア ほ 48．2 士0．9， Lp
くal の 平均値は 1 3．0 土l．5mgJdlで あ っ た ． 職階層別に 検討 した
と こ ろ ， 管理職群で は A型 ス コ ア ， Lpくal両者共他群よ り高い
傾向が認め られ た が ， 有意差 ほ認め な か っ た ． 糖尿病性腎症と
A型 ス コ ア ， Lpくalの 関係を 検討 した と こ ろ ， 微量ア ル ブ ミ ン
尿が 陽性 の 群で は A型 ス コ ア ， Lpくaさ両 者共他群よ り高い 傾向
を示 した が ， 有意差 は認め な か っ た ． そ こ で ， A型行動 パ タ ー
ン と血 清 Lpくal 濃度の 関係を調 べ る た め A塑 ス コ ア と Lp くal
の 常用 対数と の 相関関係を検討した と こ ろ ， 相 関係数 工 ニ 0．31
と有意 の 正 の 相関係数 を認め た ．
以上 よ り ， NID D M患者 に おい て A 型行動特性ほ Lpくaナと 関
連 して動脈硬化を促進す る可能性 が推測 され た ．
A 7． 太極拳愛好者の 血 液生化学成分 に つ い て
0 林 用武 ， 谷島清郎く金沢大学医療技術短期大学部1
竹澤敦子 く健康 セ ン タ ー ク オ レ ー 金沢ン
太極拳は健康法と して 多く の 国 々 に 普及 し ， 運動機能や 呼
吸 ， 循環機能等 の 促進効果の あ る こ と が 認 め られ て い るが ，
糖 ， 脂質代謝等 へ の 影響に つ い て の 報告 は少な い ． 今回 は ， 日
本人と 中国人を対象と し， 太極拳く24式 ， 88式トに よ る血 液中の
糖 ， 脂質， 酵素 ， ホ ル モ ン 等の 変動 を測定 した ．
太極拳経験年数の 長い 中国人 く男3 ， 女 5 1の 測定結果か ら，
太極拳実施直後に C Kと LD 活性 の 有意な 上 昇が み られ ， 運動
量ほ 通常の 5分間走の1ハ0量である の に ， そ う した運動後 と同
様の 変動を示 した ． Glu， T G ほ個 人毎 に変動が異な り 一 定の 傾
向を 示 さなか っ た ． 日本人く男 2， 女91で ほ ， 太極拳直後 に お
け る こ の よ うな血 液中成分 の 変動 は み られ な か っ た が い 太極拳
群く男 2 ， 女12ン と未経験群く男 3 ， 女12うと の 比較 でほ C K と
L D清性 が前者で有意 に高値であ っ た ．
太極拳は ， 運動量が 小さ い 割に は 生体代謝 に 対 し通常 の 運動




A 8． 低 レ ベ ル C R P測定と老人 の 急性期反応性
0 岸 田 昌也 1 田中健 一 ， 山 口 順道
く国立療養所 石川病院研究検査科1
高岡幸子， 中川志津子 ， 小西埜子
個 立金沢病院研究検査料I
老人に お ける免疫能 の 低下は ， 臨床的 に 多く見 られ る現象で
あ る ． 老人の 急性期 の 反応性 を観察す るた め ， 急性 期反応性物
質である CRP を低 レ ベ ル で 測定 し ， 手術前後 の 動向を み た ．
C R P測定ほ P CI A法の P A M IA， LI A法の L Z－C R Pを用 い ，
E LIS A法 で IL 6を 測定 した ． 健常老人群は ， 70才以上 で 眼科 の
術前患者 ， 非炎症性疾患 の う ち LZ－CR P が 0．25rngJdl未満 の 者
と した ． P A M I Aの 感度ほ非常 に 良く ， 0．0002m gノdl まで 測
可能 で あ っ た ． L Z－C R P ほ 0．25mgノdl付近 で あ っ た ． 両者 の 低
値 で の 相関は rこ こ0－959， y ニ 1．16x ＋0．02 であ り， P A MIA の 方 が
や や 高 め に 測定 され た ． F老人の 基準値は ， M ＋2S Dで 求 め る
と 0－3mgJ
ldl前後 で ありく成人0．25m gldり， 高め に 設定す る必
が ある と考え られ た ．d 老人の 急性期 の 反応性 ほ刺激 に 対 し ，
I L6産生が遅れ る症例がある 一 方 ， IL 6に 対す る C R P産生 は ，
成人 よ りむ しろ a c加 e で あ っ た ． 臨床的に 見られ る老 人 の 免疫
能 の 低下は ， T－C ellの 反応に 負う と考 え られ る ．
A 9， C E A測 定 法 の 変更 に お け る 一 考 察 くRI A法か ら
C L EI A法 へl
O 医l田兼三 ， 岩田 由美子 ， 百 成富男
く金沢医科大学病院中央臨床検査部う
今年 3月 よ り C E Aを含む 腫瘍 マ ー カ ー 4項 目を 従来 の 用手
法か ら全自動化学発光酵素免疫測定装置 レレ ミ パ ル ス 1200Jく富
士 レ ビ オトに 変更 した ． 移行 に 際 して ， C E A につ い て ほ 回 帰式
の 懐きが1． 76 と従来 の R工A 法 よ り高値 と な る こ と ， ま た ， 基準
値 が 2．5ngノml から5．Ongノmlと 2倍に な る こ とか ら臨床上 の 混
乱 を最小限に する た め に 3ケ 月間同時測定 を行 っ た ． そ の 結果
20ngノml を境 と して 回帰式の 傾きほ低濃度域で1．4， 高濃度域
で ほ2．0 と遠 い の ある 事が 認め られ た ． No n－RI A法の C E A値
は 一 般的に は R工A法 の 約 2倍で ある と され て い る が ， こ れ ら
の 結果か ら 20ngノml 以下で は得 られた傾き よ り1．5倍程度の 方
が 適当 で ある と考 え られ た ． また 同時測定1450例中 に ル ミ パ ル
ス の 測定値 が R工A値に 比べ 約30％ と異常な低値 を示す症例 を
1例認め た ．
A lO． 全自動免疫測定装置ル ミ パ ル ス 1200に よ る C A 19－9 測定
の 基礎的検討
0青田久代 ， 西 部万 千子 ， 千田靖子
川井 清く金沢大検査部I
橋本琢磨く同 臨床検査医学う
膵痛 仁 胆道系癌な ど消化器病の 腫瘍 マ ー カ ー で あ る C A 19－9
の 測定に は ， RI A法や EIA法が使わ れ て い る ． 今回 ， 宮士 レ ビ
オ 社 よ り開発 された化学発光免疫測定法に よ る全自動分析装置
Fル ミ パ ル ス 1200d とそ の 専用試薬 を用い て 基礎的検討を行 っ
た ．
結果は ， 同時再現性 ， 日差再現性共 に良好であ っ た ． また ，
直線性も1，000 Uノml まで 良好で ， 感度 0．3 Uノmlく2S D法上 平均
回収率98．5％で あ っ た ． イ ム ノ ク ロ ン C A 19－9く富士 レ ビオ 社I
と の 相関ほ ， rl ニ 1 09 で相関係数 r こ 0．905， 回帰直線 y こ こ1．33
X － 22．97 とほ ぼ良好であ っ た が ， 測定値は ， 高値 で 高く よ 低値
で低 い 傾向が見 られ た ． 疾患別に 見 る と ， 正 常 乱 良性疾患ほ
イ ム ノ ク ロ ン C A 19－9 よ りい ずれ も低く測定 され ， 膵癌 ， 肝癌
等の 悪性疾患で は ， 一 定 の 傾 向は見 られ ず ， 測定値に バ ラ ツ キ
が見 られ た ．
ル ミ パ ル ス12 00 は， 操作性 が簡便 で短時間の 測定が 可能 な こ
とか ら ， 日 常検査に 有用で ある と思わ れ る ．
A ll． ア ト ピ ー 性皮膚炎 に おけ る H D6特異 IgE 抗体測定 の 有
用性
0 中川弘子 ， 高村利治 ， 長田美津子
く金沢大学医学部附属病院検査動
橋本琢磨く同 臨床検査医学I
r目的コ ア ト ピ ー 性皮膚炎 の 発症 に ほ ダ ニ や ハ ウ ス ダ ス トな ど
の 環 境国 子 が 重要 で あ る こ と が 知 ら れ て い る ． 今 回 ほ
AlaS T A T．IgE ． シ リ ー ズ を用 い て H D 6， H D 2， Dl， D 2に 対する
特異工gE 抗体 を測定 し， ア レ ル ゲ ン 間の 相冒凱 合併症 お よび 重
症度と の 関連か ら日本固有 の H D 6の 有用性 に つ い て 検討 した
の で報告す る ．
E 結論コH D 6は H D 2， Dl， D2 と相関係数， 一 致率共 に 良好 ， さ
らに ダ ニ に 対す る特異性 は H D 2 よりも優れ て い た ． ア ト ピ ー
性皮膚炎 で ほ H D 6， H D 2， Dl， D 2共 に 70％以上 の 陽 性率 を示
し ， ま た合併症 を併発 し てい る症例で ほ ， 単独例 よ りも高い 陽
性率を示 した ． 重症度が 増す に つ れ ， い ずれ の 項 目も陽性率が
高く な る億向が あ っ た ．
以上 よ り ， ア レ ル ギ ー 性 疾患 で ほ ， 日本 国有 の ア レ ル ゲ ン
H D 6を組み 合わ せ て 検索す る こ と が 望ま しい と考 え られ る．
血 液
座長 新谷憲治く富 山医科薬科大学う
A 12． C D 45ノC D1 4に よ る末梢血 リ ン パ 球サ ブセ ッ ト 解析の 有
用 性
0 長田 美津子 ， 高村利治 ， 中川弘子
く金沢大学医学部附属病院検査部
橋本琢磨く同 臨床検査医学う
亡目的コ 末梢血 リ ン パ 球表面 マ ー カ ー 測定 に お い て ， リ ン パ 球
と 同 一 な 形態を 有す る細胞ほ ， フ ロ ー サ イ ト メ ー タ ー で ほ リ ン
パ 球 と同 一 の サ イ ト グ ラ ム 上 に 表 現す るた め 区別 が 困難であ
る ． 今回 ， ヒ ト 白血 球抗原を認識す る C D 45と ヒ ト 単球 ． マ ク
ロ フ ァ
ー ジ を 認識す る C D 14， さ ら に Peridin n C hlorophyll
Pr otein 標識抗体 を用 い た T hr e eColor染色を 考案 した ． そ の
概要 と慢性骨髄性白血病 に おけ る有用性に つ い て 報告する ．
仁方 法コ C D45くF 汀Cl と C D 14くPEl に perC P 標 識 抗体
CD 3， C D1 9， C D4， C D8 を用 い た T hre e－Color 染 色 を 行 い ，
F A C SC A Nリ サ ー チ で リ ス ト モ ー ドの デ ー タ ー を 取 り込 み ，
Paint－A－ G A T Eで解析す る ．
亡結論コ 1 ． 前方 散乱強度くFS Clと側方散乱強度くS S CIで リ ン
パ 球を ゲ ー テ イ ン グ を して は い けな い ．
2 ． C D 45と C D1 4を 用い F S Cと S SC に よ る ゲー ト内の 細
胞の 種類 を解析する必 要 が ある ．
3 ． T hr e eColor と Paint－ A－G A T Eソ フ ト ウ エ ア を 用 い ，
C D 45 と CD 14 か ら得 られ る リ ン パ 球 ゲ ー ト 内 の 細 胞解析 に

































A13． エ リ ス ロ ポ エ チ ン に よ る血 管系細胞の 増殖能 ． 遊走能の
変化に つ い て
0 長谷川俊雄 ， 飴嶋慎吾く福井医科大学検査部1
宮保 進く同 臨床検査医学1
石崎武志く同 第三 内科1
エ リ ス ロ ポ エ チ ン くrHuE P OIに よ る高血 圧発症の 要因を探る
こ と を 目 的に ， 血 管 内皮細胞 くE CI お よ び 血 管平滑筋細胞
くSM Cう に 対する細胞増殖能 ， 道産能 へ の 影響 に つ い て 検討 し
た ．
E Cで は ， rHuE P O添加く5〆 － J200I UノmlI 3 日後の 増殖能 ， 遊
走能に 著明な変化 ほ認 め られ なか っ た ． 一 方 S M C で は，
1xlO
4
c ellsノw ellく4．5c m21 に rHuE P O を 0， 2， 5， 50， 200IUノml
作用 させ た と こ ろ ， 3日 間培養後の 細胞数は ， そ れ ぞれ3．5，
4．3， 4．6， 4．6， 4．9， 4．5倍 と な り ， rHuE P Oに よ る増殖能の 先
進が認め られ た ． また 上 道走能 に つ い て も ， 対照 で は遊走細胞
の 出現が 4箇所 で あ っ た の に 対 し ， rHuE P O lOOI Uノml 添加 で
ほ31箇所 に 観察 され ， rHuE P Oに よ る遊走能の 克進 が認め られ
た ．
こ の こ とが rHuE P O治療で の 高血圧発症 に どの 程 度関与 し
うるか に つ い て は ， 引続き検討を要す る が ， 今回 の 成 績は ，
rHuE P Oの S M Cに 対する 直接作用を 示 唆するも の と考え られ
た ．
A 14． サ ラ セ ミ ア の 1 症例
0 河村洋 一 ， 池田直行 ， 上 野朱美
山副有子 ， 河合雄 二 ， 米山 さ ゆき
く石川県立 中央病院中央検査部1
T halas s e mia は ． 最近検査機器 の 発達 で 比較的容易に 発見さ
れ るが ， 検査成績の 臨床的意義を熟慮 しな けれ ば 発見出来 な
い ． 演者 らほ 自験例で T hala ss e mia 発見 の 糸 口 を 述 べ る ． 症
例ニ26才 ， 女性 ， 主 婦， 主訴 こ 貧血 の 精査 ， 家族歴 二 父 方従兄
弟 T hala ss emia， 既往歴 こ 特記するもの な し， 現病歴 こdl児期
よ り貧血 を認め た が 放置． 1993年 9月1 4 日妊娠 の た め ， 当院産
婦人科受診 ． 貧血 の 治療を受け た が 効果な く ， 1994年4月 6 日
当科に 紹介 ． 初診時現症 こ 貧血 と 妊娠状態 ． 検 査所見 二R B C
441xlO
4hLl， H b lO．Ogノdl， Ht 30．4 ％， Retic lO ％， MC V63p3，
M C H22．7p g， Ferritin 6ngノdl， S－Fe 63FLgノdl， H6 F O．8 ％， H b A2
6．1 ％， 勲変性 テ ス ト1． 9％ ， イ ソ プ ロ パ ノ ー ル テ ス ト く － ン，
G L T IJ12法 65s ec， イ ン ク ル ー ジ ョ ン 小体く－ l，IE Fab H h仁王
診断 こ B－T hala ss e mia min orくhetero zy g
，
oteJ． 診 断 は M C V，
M CH の 臨床的意義 を熟慮 し， 末梢血 液像 の 観察を行 う こ と が




Bl ． P O2測定用血 液 ガ ス 標 準物質を 用 い た 北陸3県合同 コ ン





北陸3県の 臨床衛生検査技師会で P O2測定用血液ガ ス 標準物
質くく鮒 化学品検査協会うに よる コ ン
ト
ト ロ ー ル サ ー ベ イ を実施 し
785
た ．
こ方 法コ 各試料 の 標準値 土推 定誤差 ほ 103 士4， 72．2 士4，
5 0．3土3m mHg で あり， 試料の 有効期間が短い た 軋 冷蔵輸送
に て化学品検査協会か ら各施設 へ 直送 した ． 測定ほ 試料の 到着
後4 日以内に 使用 説明書 に 従 っ て 行 っ た ． 参加 施設数 は11 3施
設 く132台ン で ある ．
こ結果コ 各 レ ベ ル に お け る測定値 の 平均値 ， 標準偏差お よ び標
準範囲 に 入 っ た件数を 表に 示 す ． 高 レ ベ ル と 低 レ ベ ル で の 値が
標準値 に 対 して 高値を 示す傾向が見 られた が ， これ ほ ， 参加機
種の 大半を占め る Radio m eter社と Cor ning 社 で は高値と低値
で の 挙 動が 異 な る こ と に よ る ． また ， 同時 に 測 定 した バ ッ
フ ァ
ー タ イ プの コ ン ト ロ ー ル 物質の 結 果ほ標準物質と は異なる
傾向を示 した ．
濃度 平均値 土標準偏差 標準範囲に 入 っ た数 総数
高 1 07．5 士6．45 43件 く32．6％つ 132
中 71．3 士6．38 77件 く58．3％プ 132
低 51．8士6．38 51件 く38．9％つ 1 31
B 2． 血 液ガ ス 分析用採血 キ ッ ト の 比較検討
0 上野 部 ， 有江昌美 ， 中村ま り子
中村正人 ， 山本博之く金沢医大中央臨床検査恥
福永寿晴， 寺畑喜朔く同 臨床病理1
松井 みづ ほ ， 岡田恒人 ， 黄 正 寿
栂 博久 ， 大谷信夫く同 呼吸器内剛
こ目的コ 血液 ガ ス 分析用採血 キ ッ ト の pH， Pc o2， Po2 の 保存方法
お よび ， 経 時的変化に つ い て 検討 した ．
仁方法ヨ ガ ス 分圧を 調節 した 全血 くヘ パ リ ン Na 加静脈血L お
よ び ， 血 渠を 4種頬の 血 液 ガス 分析用 シ リ ン ジ ー ガ ラ ス シ リ ン
ジ お よび デ ィ ス ポ シ リ ン ジに 分注 し， 2時間後 ま で の 経時的変
化 を室温 ． 冷蔵お よ び氷水保存で それ ぞれ 3例ず つ 検討を行 っ
た ．
亡結果及 び考察コ 全血ほ ， 氷水 ， 冷蔵保存で ， 約 1時間後 まで
代謝や シ リ ン ジ へ の ガ ス 透過の 影響があるもの の ， い ずれ の シ
リ ン ジも臨床上問題の な い 範囲内の 変化であり ， 十分使用 可能
で ある ．
しか し， 血旅 で ほ ， Po2 が ガ ラ ス シ リ ソ ジ以 外で 大き く上 昇
した ． こ れ は ， シ リ ン ジ へ の わずか な ガ ス 透過性が存在す るた
め で あり ， 従 っ て ， 全血 以 外の 試料 ， 例 え ば 透析液 ， 胸水等
H bを含ま な い 試料で ほ ， 迅速 な測定と ガ ラ ス シ リ ン ジ の 使 用
が必 須と な る ．
B 3． D Lc o 測定値 に 及 ば す Bre ath Holding Tim e の 影響
O LU本博之 ， 中村正 人 ， 中村ま り子
有江昌美く金沢医大中央臨床検査部1
福永高時 ， 寺畑喜朔く同 臨床病理1
松井み づ ほ ， 岡田恒人 ， 責 正 寿
栂 博久 ， 大谷信夫く同 呼吸器内剛
こ目的コ健常者で B H Tの 増加に よ る D Lc o値の 減少傾向が見
られ る ． そ の 原因に つ い て ， O C O ガス の 気道内層状不均等分
布の 影響と砂肺血液量の 関与に つ い て 検討 した ．
仁方法コ 対象は健常者6例 く男 3 ， 女 31， 装置 ほ ミ ナ 一 社製
オ ー ト ス パ イ ロ メ トリ ー S Y S T E M 9くミ ナ ト社製1を使用 した ．
e 息ご らえ 時に バ イ ブ レ ー タ を あて ， 気道内の ガ ス を 振動 させ
786 学
通常の 方法 と比較 した ． 砂息 ご らえ 中の ， 口 腔内圧 の 陽圧度 を
変え て 通常 の 方法と比較 L た．
r 結果及び考察コ 0バ イ ブ レ ー タ に よ り ， BH Tの 増 加 に よ る
D Lc o 値の 減少 は緩和 され た ． よ っ て ， 減少傾向の 原因 と して
気道内層状不均等の 影響が大き く関与 して い る こ と が 示 さ れ
た ． 合口 陵内圧 を陽圧 に する と D Lc o億ほ 減少す る傾向を 示 し
た ． これ は t 胸腔内圧 を陽圧に す る こ とに よ り肺血 液量が減少
する た め と考え られ た ．
生 理
座長 福永寿暗く金沢医科大学1
B 4． 内視鏡的胸部交感神経焼灼術に よ る指尖容積脈波に つ い
て の 検討 一 多汗症患者 を対象に して －




当院で昨年 8月 よ り施行 され た 手掌多汗症治療 と して の 内視
鏡的胸部交感神経焼灼解くE T SIを P T G検査に よ り評価 し若干
の 知見を得た の で 報告 ． 対象 こ 多汗症患者30人く男性1 6人 ， 女
性1 4人1 年齢29．0 土13．1才． 方法 二安静時及び寒冷負荷 を加 え ，
術前後 で全指に つ い て 記録 し， 脈波 高こhくm VノVI 昇脚時間こ
tuくs ecH 駆出時間 ニteくs e cJ． 心蘭 数 二H Rを計測． 結 果 こ 0 術前の
安静時 hニ R3．87土2．02 L3．79 士1．73tuこR O．156 士0．053 L O．1 62 土
0．043teニ RO．309 土0－021 L O．309 土0．023 H Rニ66．7 士8．3 く診術後は
hニ R 7．88 士3．55 L8．25 士3．92tu 二 R O．1 45土0．035 L O．1 46 士0．038
t
毛
ニ RO．31 9 士0－018 L O．324 士0．020 H Rニ65．2土9．0 で 術前 に 比較 し
て 全指 で 有為に h が 上昇くP く0，01I， t亡 が延長くP く0．05う． 魯術前
の 寒冷負荷 に よ る 平均変化率 は d bニ R － 6l．6 ％ L－ 6l．8 ％
Atu ニ R － 8．9 ％ L－ 6．1 ％ At
亡
ニ R － 0．7 ％ L O．02 ％ A H Rこ
－ 1．0 ％砂術後 は A hこ R － 15．4 ％ L－ 11．0 ％AtUこRl．3 ％ L 4．0 ％
At
e
ニ RO．8 ％ L O ％ H Rこ0．1 ％ で術前 に 比較 して 全指 で 有為 に
db が 低下くP く0．0り． まと め 二E T S が手 の 血 管反応に対 して
影響を及ぼす可能性 が示唆された ．
B 5． 心 エ コ ー カ ラ ー ドプ ラ法 に よ る短絡性心疾患 の 血流性状
の 検討
0 石 田 徹 ， 松下敏昭， 碓井俊子
山形美津枝 ， 田中純子， 石原慶子
本郷忠彦 ， 高柳夕立く富山市民病院中央研究検査部う
渡部秀人 ， 余川 茂く同 内科う
心 エ コ ー カ ラ ー ドプ ラ 法ほ 心 腔内の 血 流情報を非侵装的 に 解
析す る こ とが で き， そ の 臨床応用は ます ます増大 して い る ． 今
回 我 々 は ， 当院に お ける カ ラ ー ドプ ラ 導入 時か ら の 短絡性疾患
の 検出状況 と血流性状 の 検索を行 っ た ．
亡対象 お よび 方法コ1985年 4月 へ 1994年 6月 に 当院を受診 し ，
心 エ コ ー が 施行 された 小児を除く8246件を 対象 と し， 動脈管開
存 ， バ ル サ ル バ 洞動脈瘡破裂 ， 心房 ． 心 室中隔欠乱 心 内膜床
欠損の 経年検出率 と ， カ ラ ー 映像 に よ る血流性状の 分析 仲 隔
欠損の 血 流分掛 こほ 青 田 ． 書川 らの 法I を行 っ た ．
亡成統コ 全症例中42例に 短絡性疾患を認め ， 検出状況で は こ こ
数年 に 減少傾向が見 られた こ と ， 中隔欠損 の パ タ ー ン 分類で は
Ty pe A が35％ ， Ty pe B ． Ty pe C は共 に32％で あ っ た こ と ， 動
脈管閲存 に つ い て ほ カ ラ ー ドプ ラ の 有用性は低か っ た が ， パ ル
サ ル バ 洞動脈瘡破裂 で ほ 明瞭 な 乱流 シ グナ ル の 検 出が 可 能 で
あ っ た こ とな どを 確認 した ．
B 6． 健康女子 学生に お ける自律神経活動の 日 内変動
0 奥 田忠行 ， 桜川信男く富山医科薬科大学付属病院検査部
梅野克身く同 第 一 生ヨ勤
麻野井英次く同 第二 内剛
柴原直利く同 和漠診療学1
健常女子学生10名 に お け る自律神経活動 R Rの 朝 ， 昼 ， 夕方
の 日 内変動 に つ い て検討 した ．
方法 こ梅野 ら が 開発 した 測定お よ び解析 シ ス テ ム を 使用 し，
安静臥位400心 拍 ， 立 位で200 心拍を 測定す る ． 次 に ス ペ ク トル
解析 に て ． 平均 R R時間くm e anR Rl， 低周波数成分 0．05－
0．1 5HzくLol， 高 周 波数成分 0．1 5 Hz 以 上 くHiI， 両 成 分 の 和
くLo＋HiI， 両成 分の 比ぐLoノHil な どを算出す る ．
結果 こ 1 ． 臥位 の m e an R R， Hi， Lo， Lo＋Hi で は朝 ， 昼 ，
方の 3群 で は 有意な差は な か っ た ． ただ し， 朝 と昼 ， 朝と夕 方
で は朝が 有意に低値を 示 した ．
2 ． 立 位 で ほ ， Lo が 朝， 昼 ， 夕方 の 順に 高く ， Hiで は逆で
あ っ た が 3群 で ほ 有意差 はなか っ た ．
以上 よ り ， 若年女子 の 自律神経活動 R Rの 朝の 測定 ほ考慮す
る必 要が あ る ．




門島利枝 ， 二 俣秀夫く同 検査部
橋本琢磨く同 臨床検査医学I
服薬歴 の な い 精神分裂病患者10例を対象 と して ． 脳波基礎活
動お よ び 1 0 Hz の 白色点滅刺激 に よる光駆動反応 の 検討を行 っ
た ．
り 脳波基礎活動の 定量分析 で は ぽ 2帯域 に お い て 分裂病群
の 振幅 が対照群 と比 べ て 有意に 低値 を示 した ． 2う 光駆動反応
で ほ ， 平均加算波形の 振幅に お い て ， 分裂病群が前頭部， 中心
部で ほ対照群 と有意な差 を認め なか っ た が ， 後頭 取 こお い て 有
意に 低値を 示 した ． 3う 平均加算波形 の 後頭部に 対する前頭部
の 振幅 の 比を み ると ， 分裂病群 で 対照群に 比べ て 有意に 高値を
示 し， 対照群で は 後頭部優位 に 高振幅の 光駆動反応 が見 られ た
の に 対 し ， 分裂病群 で は 全般性 の 光駆動反応を 示 した ．
今回 の 精神分裂病の 脳波 の 検討か ら ， ぼ 波基礎律動 の 振幅お
よ び ぼ 帯域の 光駆動反応 に 異常を認め た こ と よ り ， 分裂病に お
ける 腋 活動発現機構 の 障害 の 可 能性が 示 唆され た ．
微生物
座長 藤田信 一 く金沢大学1
B 8． 細菌尿 ス ク リ ー ニ ン グ試験の 検討
0 飛 田征男， 山下政重く福井医大検査部1
宮保 進く同 臨床検査医学I
平岡政弘 ， 須藤 正克 く同 小児科I
粒子数を定量的に カ ウ ン トで きる コ バ ス ラ イ ド くマ イ ル ス ．
三 共Iを 用い て ， 細菌数 ， 白血 球数を測定 し， そ の 細菌尿の ス ク
リニ ニ ソ グ と して の 有用性 を検討 した ．
細菌培養 の 依析の あ っ た126名 の 患者の 新鮮尿を 対象 と し，
会 787
コ バ ス ラ イ ド法は ， 転倒 混和 した 尿を ス ラ イ ド内に 滴下 し ， 白
血球を100倍視野 ， 細菌を400倍視野で そ れ ぞれ観察 した ． 白血
球が 9大区画く0■9刷 に 9個以上観察 され れ ば 白血 球陽性 ， ま た
細菌が 1大区画く0．1〆り に10個以上観察 され れ ば細菌陽性 と し
た ． 試験紙法 は ， N－ マ ル チ ス チ ク ス S Gくマ イ ル ス ． 三 共Iを用
い ， 白血 球 エ ス テ ラ ー ゼ お よ び亜 硝酸塩の 成績 を ク リ ニ ッ ク10
で判定 した ． 定量培養法は 10
5C F Uノml以上 を細菌尿 と判定 し，
両検査法 の 感度 ， 特 異度をそ れ ぞれ検討 した ．
そ の 結果 ， コ バ ス ラ イ ド法が 感度 に お い て 良好 な成績を 示 し
く試験紙法 き コ バ ス ラ イ ド法それ ぞれ78．3， 93．0％I， 特 に 抗 生
剤使用 の 際 t 試験紙法の 亜硝酸塩 よ りも コ バ ス ライ ド法は ， 影
響が少 な い 成績を 示 した く亜 硝酸塩 に お け る感度は使 用群 ， 未
使用群 でそ れ ぞれ2 8．6， 56．3％1． また コ バ ス ラ イ ド法は 菌の 形
態お よ び菌数の 推定も可能 であり ， 感度に 優 れ た細菌尿 の 迅速
ス ク リ ー ニ ン グと して ， 特 に 外来診療な どに お い て有用 と思わ
れた ．
B 9． 各群溶連菌 の 分離材料， 分離頻度 ， 薬剤感受性くデ ィ ス ク
法うの 比較検討
0 米田 純子 ， 鮎川知子 ， 中 ロ 茂樹
尾角信夫く金沢大学検査部I
藤 田信 一 ， 橋本琢磨く同 臨床検査医学1
こ目的コ 溶血連鎖球菌の 動向を把渡す るた め1 989年度か ら1 993
年度の．5年間に分離 され た1020株に つ い て 検討を行 っ た ．
こ結果コ 血清学的群別の 内訳は ， B 群47．5％， 他群19，4％ ， A
群15．9％ ， G群1 3． 3％， C群3．9％で あ っ た ． 由来臨床材料ほ ，
A群で ほ咽頭 ■ 膿 が 多く ， B群 で ほ 謄分泌物 t 尿 ． 喀 吠 が ，
C ， G ， 他群 で は ， 喀吠 ． 咽頭が 多か っ た ． 薬剤感受性 テ ス ト
で は ， PC， C E T， E M でほ と ん ど感受性 ， N F L X でも83．7％ h －
91．4％ の 感受性 であ り ， 各群 の 間 に 差 は み られ な か っ た ．
L C M， T Cに お い て 耐性化 して お り ， L C Mで ほ ， C群 ， 他群の
感受性 は各 々 ， 46． 2％， 38．9％で ， A ， 軋 G群 よ り低 く T C
で は ， C群85．0％， 他群87．9％で A ， B ， G群よ り 高い 感受性
であ っ た ． 病名検索 の 結果， A群は 咽頭扁桃炎 ． 溶連菌感染症
． 膿痴疹が 多く ， B 群は膣炎が多か っ た ． C ， G ， 他群ほ ， あ
ま り特徴ほ な か っ た ．
B lO． ノ ン プ ロ グ ラ ミ ン グ ツ ー ル M icr os oftAc c e ssに よ る細菌
検査 シ ス テ ム の 構 築
0 瀬戸康子， 山崎美智子 く金沢医科大学病院中央臨床検査部う
福永毒暗く金沢医科大学 臨床病理う
萬元千春 ， 金谷和美 ， 高野敬子
中本有美く金沢医科大学病院中央臨床検査部う
亡目的コ パ ソ コ ン L A N NetWar eと ノ ン プ ロ グ ラ ミ ン グ ツ ー ル
M icr o s oft Ac c e ssを W IN D O W S 上で 用 い ， 細菌検査 シ ス テ ム
を構築 した ，
仁方法コ 細菌検査室 に ほ NetW ar eの ク ラ イ ア ン ト D O SノV
ノ ー ト型 T F Tカ ラ ー P C 5台 ， PC 98 デ ス ク ト ッ プ P C l
台， P C 98ノ ー ト P Cl台と バ ー コ ー ドリ ー ダ p 2台， ペ ー ジ
プリ ン タ 1台 ， シ リ ア ル プ リ ン タ 1 台を 設置 した ． 専用 の サ ー
バ ほ 導 入 せ ず ， 検体 検査 シ ス テ ム の 一 部 と し て 構 築 し ，
Acc es sの ア タ ッ チ 機能 に て従来の D BくBtrieVe フ ァ イ ル Hに ア
ク セ ス して い る ． R S－232C制御等， 一 部 に ほ M icr o softC も用
い た が ， 殆 ど Ac c e ss．を 用い て 開発 した ．
こ結果コ心初期導入 の 開発期間が短 か っ た ． く約 2週間コ砂フ ァ
イ ル 設計が容易 で 開発者 の 修得度 に 合わ せ て シ ス テ ム ア ッ プが
行え た ． 各画 面表示 ． プ リ ン トア ウ ト の レイ ア ウ ト が自 由で 思
い 通 りの 出力が で きた ． 身導入後も現場 の ニ ー ズ に 合 っ た シ ス
テ ム ア ッ プが 継続的に 行 えて い る ． 命集計業務が容易． 各経済
性が高い ． e ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ ー ス に 優 れ た ア プ リ ケ ー
シ ョ ン 開発が 容易 ．
以上 ， M icr o soft Ac c es sは 細菌検査 シ ス テ ム の 構築 に 有用 で
あ っ た ．
微生物
座長 大門良男 く富 山医科薬科大学1
B ll． 細菌検査 ラ ボ シ ス テ ム の 再構築
0 ノJl野裕子， 坂本純子 ， 吉 田郁子
内記三郎， 大門良男． 松 田正 毅
桜川信男く富山 医 科薬科大学検査部I
細菌検査の 進捗管軋 ワ ー ク シ ー ト レ ス ， 統計処 理 ， 更に 自
動検査装置の オ ン ラ イ ン 化 を可 能 と す る シ ス テ ム の 再構築を
行 っ た ，
1 ． 画面運用 に バ ー コ ー ドを 使用 し ， 検体番号の 誤認防止 ，
さ らに 検査の 進捗状況が管理 で き る よ うに な っ た ．
2 ． 3台の 自動検査装置の オ ン ラ イ ン 化に よ り ， 誤報告の 防
止と省力化が計 られ た ．
3 ． 受付時で 同 一 材料の 前 回 値や 使用 培地の 色別 表 示 に よ
り ， 検査を進 め る上 で の 支援と す る こ と が でき る ．
4 ． 自動検査装置や マ ニ ュ ア ル キ ッ トに よ っ て測定 した検査
結果の 菌名， 生化学性状 ， バ イ オ タ イ プ ， 薬剤感受性結果を 一
元 的に 管理 ． 整理 して 報告結果を作成する ． これ らの デ ー タ は
す べ て 保存され 疫学統計で 使用 す る ．
5 ． 今回統計と して ， 診療科 ． 病棟 ． 材料グル ー プ別検出菌
数 ， 診療科 ． 病棟 ■ 患者別薬剤感受性変遷 ， 抗菌 ス ペ ク ト ル ，
患者履歴 グ ラ フ を 新た に 作成 し疫学統計を充実 させ た ．
B 1 2． D N Aハ イ プ リ ダイ ゼ M シ ョ ン 法 に よ る C亡ゆ乃OCツ壬0〆ト
ロgd の 同定 及び C亡ゆ乃O Cツ亡0メフんdgd の 制 限酵素切断 パ
タ ー ン に つ い て
0 藤 田信 一 1 橋本琢磨 く金沢大学臨床検査医学プ
殿畑晶子， 鮎川知子 ， 米 田純子
尾角信夫 く同 検査部J
Cd摩れ OCツf坤んdgd は咽頭常在菌と考え られ て い るが ， 近年 ，
日和見感染症 の 起炎菌と して 注目 され て い る ． しか し， 生化学
的性状試験 に よ る C亡ゆ乃OCツね擁 dgd の 同定 は 一 般 に 困難 と さ
れ て い る ． そ こ で ， マ イ ク ロ プ レ
ー ト ハ イ プリ ダイ ゼ ー シ ョ ン
法 に よ る C戊ク乃Oビジね擁 ロgd の 同定を 試み た ． 20症例か ら 分離 さ
れ た22株の う ち ， 9株が C． 坤以 わgg乃d ， 7株が C． gれ拍 用 最 ，
2株が C． o ぐんr d 仁和 と同定され た ． 4株 は同定不能 で あ っ た ．
制限酵素くHinf l， Hind II， Ha eml 切断パ タ ー ン ほ 菌株 ご と
に 異な っ て い た ． しか し， 同 一 症例 の 咽頭 と血 液か ら分離され
た C． 坤 祝亡なg 乃qほ 同じ パ タ ー ン を 示 し ， 血 液分離株が咽頭由来
であ る こ と が確認 され た ． 本法は 基準株 の D N Aを 用意 して お
く こ と に よ り 7時間以内に 菌の 同定が 可能 で あり ， 通常の 性状




B 1 3． 若年者子宮頸部癌 の 臨床細胞学的検討
0 山岸智子， 砂 田智子 ， 野崎志げ子
今村伸 一 1 島崎栄 一 ， 高柳声立
く宮山市民病院中央研究検査酌
子宮頸部痛 ほ ， 近年漸減傾向を 示 して い るが ， 30才未満の 若
年者に お い て は む しろ増加 して い る ． 今回 ， 当院に お け る1 982
年か ら1993年 ま で の12年間に つ い て ， 若年者頸部癌の 動向な ら
び に そ の 臨床細胞学的 な検討を行 っ た の で報告す る ．
若年者の 頸部 ス メ ア 検査実施率は ， 16％前後と変動は認め ら
れ な い が ， 疑陽性 一 陽性 の 細胞診成績 の う ち ， 若年者の 占め る
割合は高く な っ て い た ． また ， 組織 診断で Dysplasia．の 増加が
目立 ち ， 上 皮 内癌 ， 浸潤痛もわずか な が ら増 して い た ． 20才代
の 頸部痛 は10例 で ， 大半 は早期であ っ たが ， 浸潤 癌の 2例は ，
近年に 検出され不 幸な 転帰 を と っ て い る ． こ れ ら1 0例 の 主 訴
は t 不 正 出血 ， 妊娠が 主 で ， 癌検診目 的で発見 されたもの で ほ
な か っ た ． また ， 細胞像 は ， 上 皮内癌例 で小細胞塾が多く ， 若
年で ある事や 妊娠 の 要素も加 わ り ， 判定 に 苦慮す る場合が 多
か っ た ． 今後 ， 20才代 の 癌検診を 目 的と した 頸部 ス メ ア の 普及
が 望ま れ る ．
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PS 2蛋白 は estr oge n依存性 に 分泌 され る蛋白で ある ． 免 疫
染色に よ る pS 2蛋白の 発現ほ E RIC Aとの 間に相関性 がある と
の 報告が ある ． 今回 ， パ ラ フ ィ ン 切片 でも染色可能な pS2 が，
凍結切片で行う E RI C Aに 代わ りう るか 否か 検討 した ．
亡対象と方法コ E RI C Aで 結果の 得 て い る原発性乳癌9 6例を 対
象に 抗 pS 2抗体く日本 タ ー ナ 1 を 使 っ て A B C法 で 染色 し
た ．
亡結果コ pS 2の 陽性率 ほ48％く40J，96例l－ E R との 一 致率で ほ ，
E R陰性 pS 2陰性の 一 致率ほ8 5％く2 9ノ34七郎， E R陽性 pS 2陽
性 の 一 致率は66％く41ノ62例1 で あ っ た ．
亡考察コ E R陽性 pS 2陽性 の 一 致 率が 低く ， ル チ ー ン で は
PS 2 が E Rに 代わ り うる の ほ 無 理 と 思わ れ た ． しか し ， pS 2
H H 以上 の もの で は 全例 ER 陽性であ っ た ． こ の こ とほ 腫瘍 が
小さ い 等の 理 由 で E R検索が で きな か っ た場合 ， PS 2く廿1以上
の 鑑果が 得 られれ ば ， E R陽性 と推測可能である と 思われ た ．
B 15． 細胞反応 に 乏 しか っ た 劇症型心筋炎 の 一 剖検例
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亡症例コ 46才 ， 女性 ． 風邪気味で約 1週F凱 近医 で 投薬後， 発
熱 の た め 某医を受診中， 嘔 吐 意識消失 ． 昇圧剤点滴 で 意識 回
復後も血圧低く ， 翌末臥 当院 に 緊急 入院 ． 入 院 時 ， 意識低
下 ， 全身冷感 ， 末梢動脈触知不能 ， 四 肢 チ ア ノ ー ゼ あ り ． 血
圧 ニ50ノ30． 急性心 筋炎の 診断で治療 を行な っ た が ， 血 圧 の 上
昇 なく翌深夜 ， 死亡 ．
指り検所見コ 多量の 胸腹水 ， 後腹膜 ， 横隔膜 ， 腰 筋 な どに 出
血 ． 心 臓は 31 0g， 心 外膜 に 著変 な く ， 割面 で 心 内膜側に 優位な
斑状出血及び均等に 広が る斑状変色 を両室 とも に 広範 に 認め
た ． 組織学的に ほ 心 内膜直下 の 心 筋も含め打 ち抜き状の 凝固壊
死巣が均等に 多発 し， 出血 は巣状 で 壊死巣あ るい は そ の 近傍 ，
心 内膜側 で 多く み られ た ． 炎症細胞 の 浸潤は全く な い か あ っ て
もわ ずか で あ っ た ． 同様 の 変化 は心 房筋に も認め られ た ． 冠 動
脈 に ほ 有意な狭窄， 血栓 ほ認 め なか っ た ．
亡ま とめコ 細胞反応に 乏 しく心 筋梗塞 と の 鑑別が問題と な っ た
心 筋炎の 一 例を報 告 した ．
